
(ふ り が な)こ っきかい

1.政 治 団 体 の 名 称 国 輝 会 ノ

3.代 表 者 の 氏 名

西 山 半 一 ・

(そ の1)

平成
収 支 報 告 書

(平成

28年 分

年 月 日開催分)

政治団体の区分

2.主 た る事 務 所 の 所 在 地

/福島県いわき市内郷高坂町大平57 -4

[=:]政 党

[:コ 政党の支部

[:::]政 治資金団体

政 治 資 金 規 正 法 第18条 の2=
第1項 の規定による政治団体

[:立:コ その他の政治団体/

[:::]そ の他の政治団体の支部

(事務担 当者 の氏名)

斉藤 康雄

4.会 計 責 任 者 の 氏 名

菅野 武 ノ

資金管理団体の指定の有無 活動区域の区分

口

公 職 の 種 類

資金管理団体
の届出を した
者 の 氏 名

有1▽1無/ [:::]2以 上の都道府県の区域等

[†]同 一の都道府県の区域内/

(電話)

024-938-1000

国会議員関係政治団体の区分

政治資金規正法第19条 の7第1項
[::]第1号 に係る国会議員関係政治団体

1ゴコ 難鱗 謹 繊 羅講体/
公職の候補者
の 氏 名 増子 輝彦/

資金管理団体の指定の期間

一 一一一一一

「

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで(収受欄)

・'
公 職 の 種 類 参議院議員(現職)/麹 鯉 夕、

絨295.、8収

[
(選管使用欄)

団体番号 審査記帳 入 力 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間i

l麟
一 一_.

タ07ク 団 口
平 成 年 月 日から

平 成 年 月 日まで



(そ0)2)

収 支 の 状 況
1収 支の総括表

収 入 総 額 4554217
/

/

/

/

/

/

(前 年 か ら の 繰 越 額) 1.40α114

(本 年 の 収 入 額) ε154103

支 出 総 額 867Z973

翌 年 へ の 繰 越 額 876244

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担す る党費又は会費

金 額 70α000

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 14人

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除くΩ の区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 0

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア 十 イ) 0



(そ0)3)

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考

国輝会総会 154000
/

会 費5,000円 ×31名(H28.3.22)

国輝会Lの 会 51玖000ノ
/'

会 費1,000円 ×519名/(H28.4.16)

国輝会臨時総会 20α000 1会費5,000円 ×40名/(H28.9.17)

国輝会国政報告会望年会
/

1.58α000
/

会 費5,000円 ×316名(H28.12.3)

●

こ の 頁 の 小 計 2454000 ノ

ノ合 計 2454000



(そ び)6)

(6)そ の 他 の 収 入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

ノ

1件10万 円 未 満 の も の 103

合 計 103



(その13)

3支 出項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0

(2)光 熱 水 費 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 4370
/

(4)事 務 所 費 11εZ24 /

小 計 118094 /

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 133!704 /

(2)選 挙 関 係 費 0

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 2426175 /

ア 機 関紙誌 の発行事業費 0

イ 宣 伝 事 業 費 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0
/

エ そ の 他 の 事 業 費 2426175

/

(4)調 査 研 究 費 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1.00α000
/

(6)そ の 他 の 経 費 0

小 計 8559879 /

合 計 a67Z973 /



(そσ)1の/

(2)経 常 経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項日別区分 備品 ・消耗品費(事 務用品代)

支 出 のR的

(1件 当 た り5万 円以 ヒび)もの)
金 額 年 月 目

支 出 を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地} 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

/

ノ

・消耗 品費、 事務所費にっいて作成す る こと(人 件費 は作成不要),

、 「事務所 費」 とい うよ うに小分類 した費 目まで記載す る こと1,

「コピー用紙購入 代」、 「事務所家賃」 とい うよ うに具体 的に記載す る こと。

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り5万 円未満α)もの)
4,370

合 計 4,370

注)こ の様式 は、資金管理 団体のみが、経常経費の うちの 、光熱水費、備品

「項 目別 区分」欄 には、 「光熱水 費」、 「備 品 ・消耗 品費」

「支出の 目的 」欄 には、 当該支出の 口的を 「電気代」、



(そ σ)M)

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費1通 信費チ

支 出 の 日 的

(1件 当 た り5万 円以 上の 諾)の)
金 額 年 月 目

支 出を受 けた者 の氏 名
(団体にあっては、そσ)名称)

支 出 を受 け た 者 の 住 所

(団体にあっては、1二たる事務所の所在地)
備 考

ハガキ代/ 36,400,
/

/28 .3.23
日本郵便株式飾,/ 東京都 千代 田区霞 が 関1-3-2/

/

〃/ 31,200 /28
.10,25・

/〆〃 〃/

ゆ うメー ル代 11,040.
//28

.10.27
〃 ノ 〃/

こ の 頁 の 小 計 78,640
/

/

/

光熱水 費、備 品 ・消耗 品費、事務所 費にっいて作成す るこ と(人 件 費は作成 不要),

「事務所 費」 とい うよ うに小 分類 した費 目まで記載す る こと、

「コピー用紙購入代 」、 「事務所家賃」 とい うよ うに具体的 に記載す る こと、

そ の 他 の 支 出

(1件 当た り5万円未満の も0))
22,880

合 計 101,520

注)こ の様式は 、資金管理団体 のみ が、経 常経費の うちの、

「項 目別 区分」欄 には、 「光熱水 費」、 「備品 ・消耗 品費」、

「支川の 目的」欄 には、 当該支出の 目的を 「電気代」、



(そのM)//

(2)経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目別区分 事務所費(事 務管理費)

支 出 の 日 的

(1件 当た り5万 円以上 の 結)の)
金 額 年 月 日

支出 を受 けた者 の氏 名

(団体にあっては、そゾ)名称)
支 出 を 受 け た 者 の 住 所

(団体にあく)ては、主たる事務所の所在地)
備 考

監査料 ピ 10.800'
//28
.5.18 税理士常田稔雄事務所/ 福 島県郡 山市芳賀三r目1番2号'

/

こ の 頁 の 小 計 10,800 /

/

/

・消耗 晶費 、事務所 費について作成す ること(人 件費は作成不要),

、 「事務所費」 とい うよ うに小分類 した費 口まで記載す ること。

「コ ピー用紙購入代」 、 「事務所家賃」 とい うよ うに具体的に記 載す ること。

そ の 他 の 支 出

(L件 当た り5万 円未満0)も の)
1,404

合 計 12,204

注)こ の様式は、資金管理団 体のみ が、経 常経 費の うちの、光熱水 費、備 品

「項 目別区分」欄 には 、 「光熱水 費」 、 「備 品 ・消耗 品費」

「支川の 目的」欄 には 、当該 支出の 目的 を 「電気代」 、



(そ の14)

//

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 組織活動費(会 合費)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地)
/
備 考

国輝会会合費/ 92664・
!28
.2.17/ (有)正 月荘/

/福島 県いわき市平字 大町33 -1

〃/ 41.040・
/28
.5,26/ いわきワシントンホテル椿 山荘/ 福島 県いわき市'F字 ・町 目1番 地'

/

こ の 頁 の 小 計 138704
/

/

/

そ の 他 の 支 出 0

合 計 ヱ33704



(そ の14)

一

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 その他の事業費(総 会)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考

国輝会総会会場費 13ZOOO〆 28・3・2ク いわきワシントンホテル椿 山荘/ 福島県いわき市平宇一町目1番地

こ の 頁 の 小 計 13ZOOO
/

/

/

/

そ の 他 の 支 出 1,000

合 計 138000



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 その他の事業費(Lの 会)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考

国輝会Lの会会場費 39£600・
/

28.4,10/ パレスいわや/ いわき市鹿島町久保字梅田4-1/

国輝会Lの会講師料 5α000・
/

28.4,10/
/

/

片田珠美/ 大阪市北区菅原町10-12-2709/

国輝会Lの 会講師交通費
!

66100α

/

〃/
/〃 /〃

国輝会Lの会司会料 2α000 /〃/ 三瓶真弓/ 福島県いわき市好間町大利字/
井田木149-3

!

こ の 頁 の 小 計 52£600
ノ

/

/

そ の 他 の 支 出 0

合 計 52£600



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 その他の事業費(臨 時総会)

支 出 の 目 的 金 額
/

年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称 支出を受けた者の住所(又は所在地)
/

備 考

国輝会臨時総会会場費 19£o汐7 28.9.豹

/

谷口楼

/

福島県いわき市平宇二町 目39

こ の 頁 の 小 計 19£087
/

/

/

そ の 他 の 支 出 1,500

合 計 20α587



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 その他の事業費(国 政報告会望年会)

支 出 の 目 的 金 額
/

/年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考

国輝会国政報告会望年会
司会料 2α000 28.12.3ノ

/ド

三瓶 真弓/ 福島県いわき市好間町大利字/
井田木149-3

国輝会国政報告会望年会
会場費

'

1441188ノ ノ
28.12,12/ いわきワシントンホテル椿 山荘/

ノ/

福島県いわき市平宇一町目1番地

国輝会国政報告会望年会
加ンタ㌧代 94800/ 28・12・1,・

民進党福島県参議院選挙区
第3総支部/

福島県郡山市虎丸町10-4/

こ の 頁 の 小 計 1.555988 /

/

/

そ の 他 の 支 出 名000

合 計 1.55Z988



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分 寄付 ・交付金(寄 付金)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地)
/
備 考

寄付 1,0061000、
/

・28
.5.23

民進党福島県参議院選挙区
第3総支部/

/

福島県郡1[1市虎丸町10-4

こ の 頁 の 小 計 1.00α000 /

/

そ の 他 の 支 出 0

合 計 1.0061000



(そ0)16)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 立

イ 建 物 口 立

ウ 建物の所有を目的 とする地上権又は土地の賃借権 口 立

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 立

預金(普 通 預 金及 び 当座 預 金 を除 く。)若 しくは貯 金(普オ

通 貯 金 を除 く,,)又 は郵 便 貯金(通 常郵 便貯 金 を除 く,,)
口 立

力 金 銭 信 託 口 画

キ 有 価 証 券 口 立

ク 出 資 に よ る 権 利 口 画

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 立

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 立

サ 取得の価額が100万 円を超 える施設の利用に関す る権利 口 立

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 口 立



(そ の20)

宣 誓 書
一

添 付 書 類(別 添の とお り)

/

① 領収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

③ 政治資金規正法監査幸賠 書(国 会議員関係政治団体に限る。)・

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違ありません。

平成βタ年 《 月/忌 日

政治団体の名称 国輝会
/

/

会計責任者の氏名 マ 鮪
＼゚

列 ⑳ /

代表者の氏名(解 散団体のみ) ㊥

一

(備考) 1「 会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名 とし、署名は必ず会計責任者本人が自署すること。
2解 散に伴 う収支報告書の場合については、代表者であった者の記名押印又は署名が必要であ り、署名は必ず代表者本人が自署すること。



政治資金監査報 告書

平 成29年4月7日
/

/.
国輝会/
代表 西山 半一 殿/

響 讐 人歳 ぬ麟
研修修 了年 月 日 平成28年7月20日

/'
1監 査 の概 要

(1)私 は ・ 政 治 資 金 規 嘩(以 下 「法 」 と い う ・)第19条 の13第1項 の/

規 定 に 基 づ き 、 国 輝 会 の 平 成28年1月1日 か ら平 成28年12月31日

までの法第12条 第1項 に規 定 す る報 告 書(※1)並 び に 当該 報告 書 に係 る会

計 帳簿 、 明細書、領収書等 、領収書等 を徴 し難か った支 出の明細書等及 び振込

明 細 書(以 下 「会 計 帳 簿 等 の 関 係 書 類 」 と い う 。)に つ い て 、 支 出 に 関 す る 政

治 資 金 監 査 を行 っ た 。

(2)こ の 政 治 資 金 監 査 は 、 法 第19条 の13第2項 に 定 め る と こ ろ に よ り政

治 資金適正化委員会 が定 め る 「政治資 金監査 に関す る具体 的な指針」(以

下 「政 治 資 金 監 査 マ ニ ュ ア ル 」 と い う。)に 基 づ き 行 っ た.'

(3)私 の 責 任 は 、 外 部 性 を 有 す る 第 三 者 と して 、 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 会

計責任者 の作成 した会 計帳簿等の関係 書類 につ いて、政治資金監査マニ ュ
〆

(4藩 髭講 暮欝鍵 諺讐霧霧謙 濃 難 行った.

2監 査 の 結 果

私 が 実施 した政 治 資 金監 査 の結果は、以下 のとお りで ある。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規 定 す る 事 項 に つ い て 、 会 計 帳 簿 、 明

細書、領収書等、領収書等 を徴 し難か った支出の明細 書等及び振込明細書
/

が 保 存 され て い た 。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に 規 定 す る 事 項 に つ い て 、会 計 帳 簿 に は 、

当該国会議員関係政治 団体 に係るその年 にお ける支 出の状況が記載 され、

かつ、 当該国会議員 関係政治団体 の会計責任者が当該会 計帳簿 を備えてい

た 、 ノ

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規 定 す る 事 項 に つ い て 、 法 第12条 第

1項 に規 定 す る 報 告 書(※1)は 、 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 、 領 収 書

.1一



等 を徴 し難かった支 出の明細書等及び振込 明細書 に基づいて支 出の状況が

表 示 さ れ て い た 。 で

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に 規 定 す る 事 項 に つ い て 、 領 収 書 等 を 徴

し難 か っ た 支 出 の 明 細 書 等 は 、 存 在 しな か っ た 。/

3業 務 嗣 限
/

国 輝 会 と私 と の 間 に は 、 法 第19条 の13第5項 の 規 定 に 違 反 す る 事 実

は な い 。

ま た 、

ピ ∠

国輝会 と政治資金監査 の業務を補助 した使用人その他 の従業者 と

の 間 に お い て も 、 同 様 で あ る 。

以 上
、拶 、

凱1

拶

(※1) 政治団体が解散等 した ときに提 出す る収支報 告書 の場合 は、 「法第

17条 第1項 に 規 定 す る 報 告 書 」 と す る こ と。

(※2) 国会議員 関係政治 団体の主たる事務所 と異なる場合は、そ の理 由を

明 らか に した上で政治資金監査 の実施場所 を特定す ること。

(注) 政治資金監査 を事務所で行わな いことができる例外 として は、会計

帳簿や領収書等の紛失等の事故 を防止するための十分な措置が講 じ

られ 、 か つ 、 会 計 責 任 者 等 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 等 を 通 じて 、 経 常 経

費 を含 む事務所の運営実態 につ いて確認す る ことがで きることを条

件 と して 以 下 の 場 合 が 考 え られ る こ と。

① 作業 スペースの不足等やむを得な い事情 によ り、円滑な政治資金監

査 の実施 が困難で あると登録政治資金監査人が判断 した場合

② 同一 の国会議員 に係 る複数 の国会議員関係政治 団体の政治資 金監査

を実施す る場合 において 、政治資金監査の効率的な実施のため、特

定 の事務所等 に会 計帳簿等の関係書類 を集めた上で、政治資金 監査

を行 うことが適 当であると登録政治資金監査人が判断 した場 合

一2一


